
現行の広島市総合交通戦略における
取組状況について

資料３

交通ビジョン推進プログラムの進捗状況について

2

 現⾏の交通ビジョン推進プログラムには、158施策（H29年度時点）とこれらの施策のスケジュー
ルを記載

プログラム区分 施策数

スケジュールの達成状況

達成 未達成
－

（事業の実施や完成を
目標として設定してい

ないもの）

公共交通施策 ４５ ３１ ７ ７

道路関連施策 １０５ ５８ １９ ２８

交通需要マネジメント ８ ６ ０ ２

合 計 １５８ ９５ ２６ ３７

スケジュールの達成状況（現時点）

※詳細は別添参照



１．公共交通支援に関するプログラム

JR線の機能強化

○

×

ＪＲ可部線の河戸電化延伸 事業着手 完成 ○
平成25年2月に、JR西日本と事業実施について合意し、平成29年3月4日に、電化延伸 区
間 （可部駅 －あき亀山間）が開業

緑井・可部間の10分ヘッド化 ― （ＪＲ関連の他事業の整備状況を踏まえ今後検討予定）

2 ＪＲ在来線の快速電車の運行 ○
ＪＲ西日本で、利用実態に応じた快速電車の設定をダイヤ改正に合わせて実施
（山陽本線、呉線、芸備線において運行済）

3
ＪＲ在来線の車内設備の改善、車
両の増設 ○

トイレや半自動ドア（停車時における車内温度の快適性を保つための改善）を整備し、車内
設備を改善
平成27年度から、新型車両を導入中

4
ＪＲ芸備線の下深川・広島間の10
分ヘッド化 ― （ＪＲ関連の他事業の整備状況を踏まえ今後検討予定）

宮島線電車の機能強化（LRT化の推進）

○

×

5
超低床車両（ＬＲＶ）の導入〔宮島
線〕 × 市内線への導入を優先したため （市内線への超低床車両の導入を実施）

6 急行便の導入〔宮島線〕 検討 実施 ×

広島電鉄による内部検討の結
果、追い越し施設設置に多額の
費用を要し、費用対効果が見合
わないとの結論に至ったため

広島電鉄において、実現可能性を検討。（検討の結果、費用対効果が見合わないとの結
論に至ったため、今後実施しない）

新交通ネットワークの整備

○

×

7 白島新駅の設置 完成 ― ○ ＪＲとアストラムラインの新白島駅が平成27年3月14日に開業

8 新交通西風新都線の整備 ― 予備設計、環境影響評価(実施計画書作成）に着手

主な取組状況

主な取組状況

主な取組状況

スケジュール
（中間見直し後）

(平成26年度
まで)

交通ビジョン推進プログラム一覧のスケジュールと達成状況等

No 施策名

スケジュール
（中間見直し後）

(平成26年度
まで)

～平成29年
度

1

　※Noの（　）書きは当初プログラムから追加した施策

検討

実施

No 施策名

スケジュール
（中間見直し後）

(平成26年度
まで)

～平成29年
度

No 施策名

検討

検討

実施

実施

～平成29年
度

未達成の理由

スケジュールの達成状況

スケジュールの達成状況

未達成の理由

スケジュールの達成状況

未達成の理由

≪スケジュールの凡例≫

検 討 ： 施策の実施に関する検討を行うこと。（例：関係者間の調整、施策の具体化、社会実験、財政状況等による実施時期の見極め）

事業着手 ： 施設等の整備に向けて事業化（実施設計段階も含む）を目指すこと。

事業継続 ： 施策を行うこと。なお、施策の効果は、施策が完了するまで発現しない。

実 施 ： 施策を行うこと。なお、施策の効果は、施策を行うたびに発現する。

完 成 ： 施策が完了すること。

なお、道路関係施策において、計画延長の一部分の整備が完了（計画延長１kmのうち、500m区間の整備が完了など）する場合は完成（部分）、

計画断面の 一部の整備が完了（計画車線数４車線のうち、２車線の整備が完了など）する場合は完成（暫定）と表記しています。

≪スケジュール達成状況の凡例≫

○ ： 達成

× ： 未達成

－ ： 事業の実施や完成を目標として設定していないもの

資料３（別添）
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路面電車の機能強化（LRT化の推進）

○

×

9
超低床車両（ＬＲＶ）の導入〔路面
電車〕 ○ 平成24年度～平成29年度　広島電鉄において、市内線に14編成導入（うち市の補助は6編成）

10 電車優先信号の設置〔路面電車〕 〇
平成25年度に八丁堀交差点（本線・白島線間）に電車優先信号を設置（平成29年度末で
市内４か所に導入）

11
電車ロケーションシステムの高度
化〔路面電車〕 ○

広島電鉄において、平成29年度末で電停：市内線17電停、宮島線（市域内）11電停に導入
済み

12
交差点の軌道舗装改良〔路面電
車〕 ○ 平成20年度から、八丁堀交差点、的場交差点などで軌道舗装改良を実施

13 電停施設の改良〔路面電車〕 ○ 平成20年度から、広島電鉄等において、市役所前電停等14電停を改良

14 電停の統廃合〔路面電車〕 検討 実施 ×

地元の理解や、あわせて行う必
要があるバリアフリー化、これに
伴う車道断面構成の見直しなど
の課題があり、広島電鉄と連携
した慎重な検討が必要となるた
め

（広島電鉄と連携しながら、近接した電停統廃合の可能性について検討中）

15 信用乗車方式の導入〔路面電車〕 検討 実施 ○ 平成30年5月に、一部車両においてＩＣカード全扉降車サービスを実施

16 短絡ルート整備（駅前大橋ルート） ―
平成26年度に広島駅南口広場再整備等に係る基本方針を決定・公表し、基本設計に着手
平成28年度から環境影響評価手続きなどを進めている

17
短絡ルート整備（江波線接続ルー
ト） ― （広島電鉄関連の他事業の整備状況を踏まえ今後検討予定）

バスの機能強化

○

×

18
バス走行環境の向上
（バス専用レーン等の遵守、ＰＴＰS
の導入拡大）

○ 広島三次線等に導入済

19
急行バス・深夜バスの拡充
（路線新設、運行本数の増加） ○ 導入済

20 ＢＲＴ（Bus Rapid Transit）の導入 ―
（交通事業者において導入可能性について検討中（バス活性化に向けた取組の中で具体
的な方策を検討））

21
バス路線の再編（公共交通連合
の検討） ―

（平成30年3月28日に、都心部を対象とした地域公共交通再編実施計画（第1版）について
国の認定を受け、平成30年5月13日より都心循環線の運行を開始。）

利用サービス（情報提供等）の向上

○

×

22
交通結節点における公共交通に
関する情報の充実 ○

平成23年度　広島バスセンターの乗車券等窓口及び乗り場ホーム入口に、高速バス運行
情報表示機を設置
平成26年度　バスロケーションシステムのサービスを開始
平成27年度　広島駅南口への交通案内所の設置
平成29年度　広島駅新幹線口への交通案内所の設置

23
携帯電話等による公共交通に関
する情報の提供 ○

平成22年度から、携帯電話コンテンツ提供会社ジョルダンが「バスゲート」による情報提供
を開始
平成26年度から、市内中心部を中心とした路線で、バスロケーションシステムのサービスを
開始

24 転入者に対する情報提供 ○ 平成27年度から、各区において、転入者に対し、市内の公共交通に関する情報提供

25 バス停時刻表の改善 ○
平成22年度から、行先別の統一時刻表や4か国語表示を実施
平成26年度から、市内中心部を中心とした路線で、バスロケーションシステムのサービスを
開始

26
昼間割引、乗継割引等の利便性
の高い運賃体系・制度の導入 ○

平成29年11月から、都心部における１８０円均一エリアの設定
平成30年3月　異なる事業者間でも同じ区間であれば乗車できる共通定期や、直通と同程
度の運賃となる乗継割引の導入が可能となるよう、交通系ICカードシステムを改修
平成30年5月から、順次、共通定期券制度を導入

27
アストラムラインの利用しやすい
運行ダイヤの編成 ○

大町駅におけるＪＲ可部線とアストラムラインとの乗継や新白島駅開業に伴うJR可部線及
びJR山陽本線とアストラムラインとの乗継をスムーズに行うため、アストラムラインの運行
ダイヤの改正を検討

28 交通系ＩＣカードの利用拡大 実施 実施 ○
平成30年3月から、PASPY利用可能エリアにおいてSuicaなど、ICOCA以外の９種の全国共
通カードのサービスを開始

29
バス停及び路面電車電停の上
屋、ベンチ等の設置 ○ 広告付きバス停上屋を84基、広告付き電停上屋を2基設置

主な取組状況

主な取組状況

主な取組状況

No 施策名

施策名

スケジュール
（中間見直し後）

(平成26年度
まで)

～平成29年
度

スケジュールの達成状況

未達成の理由

(平成26年度
まで)

～平成29年
度

実施

実施

実施

実施

実施

未達成の理由

No

No

スケジュール
（中間見直し後）

(平成26年度
まで)

～平成29年
度

実施

実施

検討

実施

実施

施策名

検討

実施

実施

検討

検討

実施

実施

検討

スケジュール
（中間見直し後）

スケジュールの達成状況

未達成の理由

スケジュールの達成状況
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交通結節点の改善

○

×

30 ＪＲ広島駅自由通路等の整備 事業着手 完成 ○
ペデストリアンデッキ：平成28年10月完成
新幹線口広場：平成29年9月完成
JR広島駅自由通路：平成29年10月に供用開始

31
ＪＲ西広島駅周辺地区交通結節点
整備

事業着手 実施 ○
平成24年度　南北自由通路の都市計画決定
平成29年度　ＪＲ西日本と南北自由通路等の施行に係る協定を締結し、実施設計に着手

32 ＪＲ広島駅南口広場の再整備 ―
平成26年度に広島駅南口広場再整備等に係る基本方針を決定・公表し、基本設計に着手
平成28年度から環境影響評価手続きなどを進めている

生活交通の確保

○

×

33
生活交通を維持するためのバス
運行対策 ○ 地域住民にとって必要不可欠な乗合バス路線の欠損額の一部を補助することにより、バスの運行を確保

34
地域主体の乗合タクシー等の導
入 ○

安佐北区口田地区等６地区における乗合タクシーの実験運行・本格運行に対して収支不
足額の補助等による支援を実施

バリアフリー化の推進

○

×

35 低床バス（低公害バス）の導入 ○ バス事業者による低床・低公害バスの導入に対する補助を実施（５５台導入済）

36 旅客施設のバリアフリー化 ○ 平成20年度から、ＪＲ新井口駅（下り線ホーム）等のバリアフリー化が完了

37 心のバリアフリー化の推進 ○
各交通事業者において、社内優先シートの適切な利用について啓発する車内アナウンス
や乗務員の心のバリアフリーに対する社内教育を実施

都心の回遊性・にぎわいの創出

○

×

38 都心循環バスの導入 ○
平成25年度から、循環バス「ひろしま めいぷるーぷ」を導入
平成30年5月13日から、都心循環バス「エキまちループ」を運行開始

39
路上荷さばきの自粛（路上荷さば
きのルール化） ×

荷さばき自粛時間の設定を物流
事業者、事業所などで申し合わ
せたが、ルール化には至らな
かったため

荷捌き自粛時間の設定やトラックベイなどのパトロール及び清掃活動の実施
（広島県トラック協会等において、路上荷捌きのルール化について検討中）

40
共同集配、共同荷さばき施設の整
備 ×

社会実験を実施したが、本格実
施には至らなかったため

共同集配や共同荷さばき駐車施設などの荷さばき対策の本格実施に向けて、平成21～23
年度に社会実験「まちなかecoカーゴステーション」を実施（物流事業者において検討中）

41
荷さばきスペースの確保（路外荷
さばき施設の設置）

検討 実施 ×

小規模建築物への義務付けが
（国の標準条例にないなど）難し
いことから、施策の実施をしな
かったため

平成29年度の駐車場附置義務条例の見直しの際に検討を行った。

42 トランジットモールの導入 検討 実施 ×
社会実験を実施したが、本格実
施には至らなかったため

トランジットモールの導入を視野に入れた歩行者天国の社会実験「まちなかホコテン」を平
成21～22年度に実施

43
商業・文化・スポーツ施設等と連
携した公共交通機関の利用促進
策の充実

○ 「PASPY乗って買ってキャンペーン」などの商業者と連携した利用促進策を実施

道路空間や公共交通機関の観光資源としての活用

○

×

(1) 路面電車の軌道敷緑化 ○
平成23年度に原爆ドーム前電停、平成24年度に旧市民球場跡地前部分の軌道敷緑化を
実施

(2) 可部線廃線敷の利活用の推進 ○
平成25年度　旧安芸飯室駅の広場整備工事
平成28年度～　地元と協議しながら、サイクリングロードの実施設計及び道路新設工事を
実施

主な取組状況

主な取組状況

主な取組状況

主な取組状況

主な取組状況

スケジュール
（中間見直し後）

(平成26年度
まで)

～平成29年
度

実施

施策名No

スケジュール
（中間見直し後）

(平成26年度
まで)

～平成29年
度

施策名No

スケジュール
（中間見直し後）

(平成26年度
まで)

～平成29年
度

No

施策名

スケジュール
（中間見直し後）

(平成26年度
まで)

～平成29年
度

～平成29年
度

No

スケジュール
（中間見直し後）

(平成26年度
まで)

施策名

施策名

実施

No

実施

実施

実施

実施

実施

実施

実施

検討

実施

実施

スケジュールの達成状況

未達成の理由

スケジュールの達成状況

未達成の理由

スケジュールの達成状況

未達成の理由

スケジュールの達成状況

未達成の理由

スケジュールの達成状況

未達成の理由
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２．道路関連施策に関するプログラム

自動車専用道路ネットワークの形成、高速道路IC・空港・港湾アクセスの強化

○

×

1 広島高速2号線 完成（暫定） ― ○ 平成22年度　完成（暫定）

2 広島高速3号線 完成（暫定） ― ○ 平成25年度　完成（暫定）

3 広島高速5号線 事業継続 完成（暫定） ×

「住民生活の安全確保、不安解
消」を最優先とし住民への丁寧
な説明を行ってきた結果、トンネ
ル工事の着手が遅延したため

平成28年度から、トンネル工事に着手

4
国道2号 広島南道路（平面部）（出
島～観音）

完成（部分・暫定） 事業継続 ―
４車線化や元安川渡河部橋りょうの整備は、今後の交通流動や社会経済状況を見ながら
検討

5 国道2号 東広島バイパス 完成（部分・暫定） 事業継続 ― 平成25年度　一部区間（瀬野西ＩＣ～中野ＩＣ）が暫定供用

6 国道2号 安芸バイパス ―
国土交通省において、暫定２車線による全線供用に向け、事業用地取得及び道路改良工
事等を実施

7
都市計画道路 広島南道路（太田
川放水路渡河部）

完成 ― ○ 平成25年度　完成

8 都市計画道路　矢賀間所線 完成 ― ○ 平成22年度　完成

9
都市計画道路 矢賀大州線外1
（天満矢賀線）

完成（部分・暫定） 完成（暫定） × 予算の確保ができなかったため 平成24年度　一部区間完成

10 都市計画道路　東雲線外1 完成 ― ○ 平成22年度　完成

11 県道　温品二葉の里線 事業継続 完成（暫定） ×
関係機関等との調整に不足の日
時を要したため

事業用地取得及び道路新設工事等

12 市道　安芸1区平原線 完成 ― ○ 平成26年度　完成

13 市道　安芸1区中野瀬野線 完成 ― ○ 平成26年度　完成

14 市道　安芸1区瀬野線 完成 ― ○ 平成25年度　完成

15 市道　安芸1区上瀬野線 ― 道路新設工事等

(3)
広島南道路（Ⅱ期）供用に伴う関
連道路整備

完成 ― ○
平成25年度　舟入南六丁目交差点の改良工事等を実施
平成26年度　吉島西一丁目交差点の改良工事等を実施

広域的な交流・連携の促進

○

×

16 国道54号 可部バイパス 完成（部分・暫定） 事業継続 ― 平成25年度　一部区間（安佐北区三入～大林３丁目）が暫定２車線供用

17 国道433号 事業継続 完成 × 予算の確保ができなかったため 事業用地取得、道路改良工事等

18 国道488号 完成（部分） 完成（部分） ○ 平成29年度　完成

(4) 国道261号 ― 完成 ○ 平成29年度　完成

19 県道　広島豊平線　※環境局関連 ― 事業用地取得、道路改良工事等

20
県道 五日市筒賀線 ※環境局関
連

完成 ― ○ 平成23年度　完成

21 県道　白砂玖島線 事業継続 事業継続 ― 道路新設工事等

事業継続

主な取組状況

主な取組状況

スケジュール
（中間見直し後）

(平成26年度
まで)

～平成29年
度

事業継続

事業継続

施策名

自動車専用道路ネットワークの整備等

No

No 施策名

スケジュール
（中間見直し後）

(平成26年度
まで)

～平成29年
度

近隣市町を連絡する広域連絡幹線道路網の整備

未達成の理由

スケジュールの達成状況

未達成の理由

スケジュールの達成状況
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自転車関連施策

○

×

(5) 自転車都市ひろしまの推進 ○
平成24年度に、様々な自転車施策を横断的・体系的に整理した「自転車都市づくり推進計
画」を策定し、自転車施策を総合的に展開

22
自転車走行空間ネットワークの整
備 ○

平成26年度に、デルタ市街地を対象とした「広島市自転車走行空間整備計画（デルタ市街
地編）」を策定し、車道での自転車走行空間を約6ｋｍ整備

23
レンタサイクル（コミュニティサイク
ル）システムの導入 ○

平成22～24年度に、環境省・国土交通省と連携して、コミュニティサイクル社会実験「のり
んさいくるHIROSHIMA」を実施し、平成26年度からは、観光レンタサイクル「ぴーすくる」を
開始
なお、平成30年度から、観光振興や地域活性化に加えて、市民利用の促進を目指し、名
称をシェアサイクル「ぴーすくる」へ変更

24 駐輪場の整備 ○

平成22年度から、小町第一駐輪場等の市営駐輪場を整備・拡充（収容台数　約4,000台
増）
あわせて、平成26年度に相生通り・白島通りなど、平成29年度に国道54号において、民間
路上駐輪場を整備（収容台数　計614台）

25 自転車利用者への指導啓発活動 ○ 駐輪指導員による街頭指導及び事業所・学校等への訪問指導を実施

26 放置自転車の撤去 ○
放置規制区域では即時撤去、その他の地域では長期間（7日間以上）の放置が認められる
ときに撤去を実施
新たな民間路上駐輪場の整備に伴い、放置規制区域を拡大

27
建築物における駐輪場の附置義
務基準の見直し

検討 実施 ○
平成29年度　附置義務の対象施設に事務所を追加するなど、附置義務基準を見直す条例
改正

28
自転車の交通ルール・マナーの周
知 ○

市内の中・高1年生への副読本配布、街頭キャンペーン及び街頭指導等の実施
平成29年度に、「広島チャレンジサイクル事業」として、「見て・聞いて・やって実感」のテー
マのもと、本通り等において「放置自転車ゼロの日キャンペーン」、集客施設において「マ
ナーアップフェスタ」を実施

生活交通の確保

○

×

29
高齢者が利用しやすい移動手段
の開発促進とその普及、安全な移
動環境の整備

○
高齢者の安全な移動環境の整備を図るため、主要な駅周辺や公共施設周辺を中心に、歩
道の段差解消、平坦性の確保、視覚障害者誘導用ブロックの設置、透水性舗装の敷設な
ど、歩道のバリアフリー化を実施

環境負荷の低減

○

×

30 道路照明灯の省エネ化の推進 ○
水銀灯の球切れによる取替えの際に、消費電力の少ない省エネルギータイプのランプへ
の交換を実施

31
環境対応車等が安心して走行可
能となるインフラ整備

検討 実施 ○
（電気自動車等の環境対応車がある程度普及し、民間の商業施設や自動車販売店、駐車
場などで充電施設の整備が進められている。）

バリアフリー化の推進

○

×

32 道路のバリアフリー化 ○
主要な駅周辺や公共施設周辺を中心に、歩道の段差解消、平坦性の確保、視覚障害者
誘導用ブロックの設置、透水性舗装の敷設など、歩道のバリアフリー化を実施

主な取組状況

主な取組状況

主な取組状況

主な取組状況

実施

実施

実施

No

施策名

施策名

スケジュール
（中間見直し後）

(平成26年度
まで)

～平成29年
度

実施

実施

実施

実施

実施

実施

実施

No

スケジュール
（中間見直し後）

(平成26年度
まで)

～平成29年
度

No

施策名
(平成26年度

まで)
～平成29年

度

スケジュール
（中間見直し後）

(平成26年度
まで)

～平成29年
度

施策名

No

スケジュール
（中間見直し後）

スケジュールの達成状況

未達成の理由

スケジュールの達成状況

未達成の理由

未達成の理由

スケジュールの達成状況

未達成の理由

スケジュールの達成状況
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安全で快適な歩行者空間の確保

○

×

33 国道2号（宮島街道） 事業継続 事業継続 ― 歩道改良工事等

34 国道433号 事業継続 完成 × 予算の確保ができなかったため 事業用地取得及び歩道新設工事等

35 県道　広島三次線 完成 ― ○ 平成23年度　完成

36 県道　広島豊平線 完成 ― ○ 平成23年度　完成

37 県道　東広島白木線 完成 ― ○ 平成24年度　完成

38 県道　広島中島線 事業継続 完成 ×
関係機関等との調整に不測の日
時を要したため

事業用地取得及び歩道改良工事等

(6) 県道　五日市停車場線 事業着手 完成 ○ 平成29年度　完成

(7) 市道　東５区６号線（二葉の里） 完成 ― ○ 平成25年度　完成

(8)
市道 安芸1区121号線（亀田第4
踏切) ― 歩道改良工事等

39 あんしん歩行エリアの整備 ○
広島駅地区、舟入地区、庚午地区、五日市地区、船越地区などにおいて、歩道、区画線等
の交通安全施設の整備を実施

(9) 安心・安全な通学路の整備 ○ 亀山小学校、三入小学校、安小学校などの通学路において、歩道改良工事等を実施

40 都市計画道路　御幸橋三篠線 完成 ― ○ 平成23年度　完成

41 県道　東海田広島線（城北通り） 完成 ― ○ 平成24年度　完成

42
市道 中1区駅前吉島線（駅前通
り）

完成 ― ○ 平成26年度　完成

43
市道 中1区鷹野橋宇品線（鷹野
橋）

完成 ― ○ 平成23年度　完成

44 市道　中2区吉島観音線（吉島） ― 電線共同溝工事等

45
市道 中2区中島吉島線（吉島通
り） ― 電線共同溝工事等

46
市道 中3区中広宇品線（城南通
り）

事業継続 完成 ○ 平成29年度　完成

47 市道　南4区中広宇品線（翠町） 事業継続 事業継続 ― 電線共同溝工事等

48
市道 西1区駅前観音線（中広通
り）

事業継続 事業継続 ― 電線共同溝工事等

(10) 市道　中1区霞庚午線 事業着手 事業継続 ― 平成24年度から、詳細設計、地下埋設物移設等に着手

(11)
市道 中3区中広宇品線（城南通
り・2工区）

事業着手 事業継続 ― 地下埋設物の移設等

(12) 市道　東5区常盤橋若草線 完成 ― ○ 平成26年度　完成

49
広島市民球場への歩行者用道路
整備

事業継続 事業継続 ―
【天神川駅方面】平成21年度　完成
【広島駅方面】平成27年度から、詳細設計等に着手

50 交通安全意識の高揚 ○
各季の交通安全運動における各種啓発活動、交通安全教室の開催、事故情報の提供、
高齢者への反射材の配布などを実施

生活道路の整備

○

×

51 生活道路の整備 ○ 拡幅や線形の改善、隅切り、歩道の確保等の整備

(13)
安佐市民病院アクセス道路整備
（市道 安佐北３区１０３号線外２
路線）

― 測量、実施設計、用地取得等

主な取組状況

主な取組状況

―

実施

実施

実施

実施

スケジュール
（中間見直し後）

(平成26年度
まで)

～平成29年
度

事業継続

事業継続

―

歩道の整備

電線類の地中化による無電柱化

～平成29年
度

施策名No

スケジュール
（中間見直し後）

(平成26年度
まで)

No 施策名

スケジュールの達成状況

未達成の理由

スケジュールの達成状況

未達成の理由
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都市内移動の円滑化

○

×

52
都市計画道路 長束八木線（3工
区）

事業継続 完成 ×
関係機関等との調整に不足の日
時を要したため

平成28年度　一部区間完成（暫定）

53
都市計画道路 霞庚午線（8・9工
区）

事業継続 完成（部分） ×
関係機関等との調整に不足の日
時を要したため

事業用地取得、道路改良工事及び電線共同溝工事等

54
都市計画道路 中筋温品線（1・6
工区）

事業継続 完成（部分） × 予算の確保ができなかったため 平成29年度　一部区間完成（暫定）

(14)
都市計画道路 長束八木線（4工
区） ― 実施設計

55
都市計画道路 寿老地中地線（11
工区）

完成 ― ○ 平成24年度　完成

56
都市計画道路 吉島観音線外1
（駅前観音線）

完成（部分） 完成 × 予算の確保ができなかったため 平成26年度　吉島観音線完成

57 都市計画道路　駅前線 事業継続 完成 × 予算の確保ができなかったため 事業用地取得等

58
都市計画道路 西原山本線（2工
区）

完成 ― ○ 平成22年度　完成

59
都市計画道路 畑口寺田線(1-1
工区)外1

完成 ― ○ 平成22年度　完成

(15) 都市計画道路　可部大毛寺線外１ 事業着手 事業継続 ― 事業用地取得及び道路新設工事、橋りょう下部工事等

(16)
都市計画道路 矢野中央線（２工
区）

事業着手 事業継続 ― 事業用地取得等

(17)
都市計画道路 畑口寺田線外(３
工区）

事業着手 事業継続 ― 事業用地取得等

60 県道　広島中島線 事業継続 完成 ×
関係機関等との調整に不測の日
時を要したため

事業用地取得および歩道改良工事等

61 県道　広島湯来線 完成（部分） 完成（部分） ○ 平成22年度～平成24年度　一部区間完成

62 県道　久地伏谷線 完成（部分） 完成 ×
関係機関等との調整に不測の日
時を要したため

平成22年度　一部区間完成

63 県道　中山尾長線 事業継続 完成（部分・暫定） ×
関係機関等との調整に不測の日
時を要したため

道路改良工事等

64 県道　伴広島線 ― 事業用地取得および道路改良工事等

65 県道　勝木安古市線 事業継続 完成 ○ 平成27年度　完成

66
市道 安芸4区103号線（矢野中央
線）(1工区)

完成 ― ○ 平成22年度　完成

(18) 県道　下佐東線 完成 ― ○ 平成26年度　完成

(19) 県道　宇津可部線 事業着手 完成 ×
関係機関等との調整に不測の日
時を要したため

事業用地取得、道路改良工事等

(20)
東原橋（市道安佐北３区２１５号
線）

事業着手 完成 ○ 平成28年度　完成

(21)
県道 広島三次線（中深川・小河
原口工区） ― 道路改良工事

(22) 市道　南１区松原京橋線外１ ― 地質調査、実施設計

67
都市計画道路 東雲大州線外1
（駅前大洲線）

事業継続 完成 ×
関係機関等との調整に不足の日
時を要したため

事業用地取得及び橋りょう架替工事等

68 都市計画道路　比治山東雲線 事業継続 完成 ×
関係機関等との調整に不足の日
時を要したため

事業用地取得、電線共同溝工事及び道路改良工事等

69
都市計画道路 段原蟹屋線外1
（駅前大州線）

事業継続 完成 × 予算の確保ができなかったため 平成20年度　一部区間完成

70 東部連続立体交差事業 ― 「見直し修正案」で事業を進めることについて、県・市・府中町・海田町の４者で合意

71
交差点交通処理の見直しによる
渋滞対策 ○ 59ヵ所の交差点について対策を実施

主な取組状況

―

実施

事業継続

事業継続

―

―

拠点地区を連絡する街路の整備

良好な市街地を形成する街路の整備

市内幹線道路網の整備

道路と鉄道の立体交差化

市街地整備等を支援する街路の整備

No

スケジュール
（中間見直し後）

(平成26年度
まで)

～平成29年
度

施策名

スケジュールの達成状況

未達成の理由
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都市の防災構造化の促進

○

×

(23) 橋りょう長寿命化事業 ○ 西平和大橋などの上部工補修工事等

72 橋りょうの耐震補強 ○ 三篠橋などの橋脚補強工事等

(24) 新交通インフラ施策長寿命化事業 ○ 鋼製主桁や鋼製橋脚の塗装工事、伸縮装置の取替工事等

(25) 新交通インフラ施策耐震対策 ○ 落橋防止装置の設置工事等

73 国道191号（小河内） 事業継続 完成 × 予算の確保が出来なかったため えん堤工事、除石用道路工事

(26) 道路法面防災 ○ 五日市筒賀線などの落石防護工事等

(27) 最高寺橋（国道１９１号） 事業着手 完成 ○ 平成30年5月に供用開始

74
広域避難路及び緊急輸送道路の
整備 ―

矢賀大州線・東雲大州線など広域避難路の整備、国道191号（小河内）など緊急輸送道路
の整備

道路空間や公共交通機関の観光資源としての活用

○

×

75 平和大橋上流側歩道橋の整備 事業継続 事業継続 ― 平成26年度から工事に着手

76
平和大橋東詰めからクリスタルプ
ラザまでの北側緑地帯再整備

事業継続 事業継続 ― 平成20～22年度　一部区間の整備（クリスタルプラザ前、ANAクラウンプラザホテル前）

(28) 石畳歩道改良 ○ 平成27年度に相生通りで実施

(29)
猿猴橋の復元（被爆７０周年記念
事業）

事業着手 完成 ○ 平成27年度　工事、完成

空間的な有効活用

○

×

77 高速道路の有効活用 検討 完成 ○
平成24年度に広島高速道路の通行料金割引実験を実施
平成29年度に沼田スマートＩＣ開通

(30)
広島南道路（Ⅱ期）高架下等を利
用したまちづくり ○

平成28年度　吉島・江波・観音地区では、施設整備を完了し、広場の供用を開始
平成29年度　宇品・出島地区において、広場等の整備工事に着手

主な取組状況

主な取組状況

主な取組状況

スケジュール
（中間見直し後）

実施

実施

実施

実施

実施

事業継続

実施

未達成の理由

未達成の理由

スケジュールの達成状況

実施

(平成26年度
まで)

～平成29年
度

No

No

スケジュール
（中間見直し後）

(平成26年度
まで)

～平成29年
度

スケジュール
（中間見直し後）

(平成26年度
まで)

～平成29年
度

道路法面防災

施策名

施策名

No

平和大通りリニューアル事業

施策名

スケジュールの達成状況

未達成の理由

スケジュールの達成状況

8/9



３．交通需要マネジメント施策に関するプログラム

交通需要マネジメントの推進

○

×

1 時差通勤の推進 ○
マイカー乗るまぁデーの取組に併せ、環境にやさしい交通行動の１つとして、ホームページ
や環境関連イベント等により広報・啓発活動を実施

2 パーク＆ライド駐車場の充実 ○ 広島都市圏パーク＆ライド推進協議会において、周辺自治体と連携した広報活動を実施

3
環境にやさしい自動車専用レーン
の導入 ―

（平成22年度に「環境にやさしい自動車の優先通行レーン社会実験」を実施（今後、電気自
動車等の普及の高まった時期に改めて検討予定））

4 カーシェアリングの促進 ○ 複数の事業者においてカーシェアリングを実施

5 ロードプライシングの導入 ―
（ロードプライシングについては長期的課題として整理しており、国の動向や他都市の状況
等を注視している状況）

6 マイカー乗るまぁデーの推進 ○
ホームページによる広報、ポスターやチラシの配布、環境関連イベント等での積極的な広
報・啓発等を実施

7
モビリティ・マネジメント
（TFP：トラベルフィードバックプロ
グラム）の実施

○
「交通と環境」学習を市内小学校で実施
平成27年度から、各区において、転入者に対し、市内の公共交通に関する情報提供

8
アストラムラインに対するブランド
イメージの向上 ○

車両基地見学会などのイベントやイメージポスターの掲載、アストラムライングッズの販
売、サンフレッチェ応援列車の運行、サンフレッチェやカープ等のラッピング列車の運行、
ハート形つり革の設置等を実施

主な取組状況

実施

実施

検討

検討

実施

検討

実施

スケジュール
（中間見直し後）

実施

(平成26年度
まで)

～平成29年
度

スケジュールの達成状況

未達成の理由

No 施策名
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平成29年度
完成（暫定）

平成28年度
完成（暫定）

平成22年度
完成

平成22年度
完成

平成24年度
完成

⒂

⒃

⒄

77

平成27年度
完成

平成23年度
完成

平成23年度
完成

平成29年度
完成（部分）

平成23年度
完成

平成24年度
完成

平成25年度
完成

平成26年度
完成

平成26年度
完成

平成22年度
完成

⑵

(27)

⑷

⑻

⑹

⒅

⒀

平成25年度
完成（部分・暫定）

平成30年度
完成

平成26年度
完成

平成28年度
完成

平成29年度
完成

平成29年度
完成

平成29年度
完成

⒆
⒇

(21)

(21)

完成箇所

平成24年度
完成（部分）

平成22年度
完成（部分）

平成22年度
完成（部分）

平成22年度
完成（部分）

平成25年度
完成（部分・暫定）

⒁

拡大図



平成22年度
完成

平成24年度
完成（部分）

平成22年度
完成

平成23年度
完成

平成26年度
完成

平成25年度
完成

30平成29年度
完成

平成27年度
完成

平成29年度
完成

平成24年度
完成

平成23年度
完成

平成26年度
完成

⑺

(29)

平成22年度
完成（暫定）

平成25年度
完成（暫定）

平成25年度
完成（暫定）

平成26年度
完成

平成25年度
完成

⑿

平成26年度
完成

⑴

平成24年度
完成

完成箇所

⑽

⑾

平成20年度
完成（部分） 平成21年度

完成（部分）

31

(22)
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